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あ
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岛
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條
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築
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。
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檢
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械
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縮
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。
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猛
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參
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岸
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⑩
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反
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岸
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#..
文
献
の
故_

H
±-
;

つ
て
、
' 
一
五
〇
六I

 

一
 

_

七
b

b

^

Q
 

新
大
陸
に
向
け.
西
班
來
を
/|
|

帆
せ.
る
、
及
び
新
尤.
陸
喪
リ
西
班
乐
校
ん
淞
せ
.
る
船
舶
の
：總
噸
數
及
び
平
均
の
大
さ
.
が
、
普
通
想
像
せ
■ら 

れ
る
お
り
も
少
-
Sと
i
を
：I
S
O
.
そ
れ
は
、
へ
大
.多
數^
而
舶
が
證
品
れ
性
質
と
經
濟
と
安
を
と
の
點
か
ら
し
て
、.

五

.

百
噸

以

下

の

も
 

の
を
使
用
し
た
か
ら
で
ぁ
る6
尙
，
新
大_

へ
の
貿
易
ど
西
班
牙
の
：全
質
易
と0
關
係.
に.
就
い.
て
判
定
を
下
す
べ
き+

分
.な
资
料
は
俤 

し
，
な

い

が

、

1
'五
九
八
牟
八
月
乃
至
翌
年
八
月
に
ビ
：ル
バ
ォ
入
繫
 ̂

西
班
牙
及
び
葡
萄
牙
の
商
船
隊
に
就
い
て
の
一
六 

.

マ
ヤ
年
のH
ぎ
i

o
a
n
o
Q
.

記
述
か
ら
し
て
、'新
大
睦
へ.
の
、質
易
は
そ
の
、
■

量
上
加
6

は
北
歐
と
、の
質
易
ょ
り
も
少
く
、
嘴
火
逢
へ
の 

商
船
隊
杜
西
班
牙
船
舶
總
噸
數
.

0海

獲

菔
«0.

絕

职

た

る

一

萣

瓦

年

頃

篇

+-
セ

蹲35
:
-,千
噸
で
|

、
北
歐
諸
國
中
に
ぁ
つ
て
第
一
一
位
を
占
め
て 

居
た)

の
五
分
の
.
一
で
あ
つ
た
と
#

ふ
'こ
ー
と
.が
出
來
る
の
ー
で
あ
る
0 

,
 
'

 

:

:

要
す
る
に
西
班
牙
海
運
業
の
減
退
は

|
六
〇
〇
#

以
降
に
於
い
て
見
ら
れ
る
が

•
：

こ.
れ
は
こ
の
國
の
十
七
#
紀
及
び
十
八
出
紀
初
頭 

の
一
般
經
濟
的
衰
纈
の
；反
映
た
る
も
の
■で
|

タ
勿
論
海
運
業
及■

船
業
に
絶
け
る
國
際
的
競
爭
の
激
烈
な
り
し
こ
と
は
、
と
の
逆 

調
i

極
的
に
影
響
ず.
る
き
ろ
ぁ
つ
た
が
、
然
し
：造
船
業
は
そ
れ
自
體
こ

.

の
國
の，

產

業

狀

態

に

ょ

^̂̂

ね
ば
、な
ら
な
い0

し

.

最
後
は 

P

3UJ
、

H
a
r
h
i
k
o
n
,

 

S
p
a
n
i
s
h

 

M
e
r
k
a
n
t
i
l
i
s
m

 

b
e
f
o
r
e

 

I
7

0
P

(
P

P

 

し
 ̂

ハ
ブ
ス
ブ
ル
クp
u
s

.
の
下
に
於
い
て
匹
班
牙
は
、
ア
ラ
、ゴ
ン
、
カ
ス
テ
ィ
リ
ア
.、
カ
タ
、
ロ

」
一：.ア
、
ナ
ヴ
T-
ラ
、..
ヴ
ァ
レ
ン
シ
ア
の
國#

、.
憲

法

、
.
货

幣

帥

度 

關
稅
等
を
夫
九
興
に
す
る
五
王
國
の
同
盟
ょ
り
成
る
も
の
ゼ
ぁ

つ

；
た

：が
、
著
者
は
こ
の
論
文
に
於
い
て
、
こ
の
五
王
關
の
中
で
、

十

六
 

世
紀
I

班
牙
金
土
の.
七
割
五
分
をf
.

、’
全
人
'.ロQ

八
割
五
分
奢
ず
る
カ
ス
テ
イ
リ
ァ
を
中
心
と
し
て
、
正
貨
に
關
す
る
マ
ア
カ

シ.
テ
’イ
リ.
ス
ト
の
理
論
と
籠
と
を
歸
納
的
に
硏
究
す
る
■の
1

る
？

' 

へ,

,

-

r
 

H

至

合

た
1

、
當
 

I

的
王
政
、
集
權
化
、
父
權
主
義
に
と
つ
て
絕
好
の
場
所
で
ぁ
つ
た

"：

否
、
' 西
班
牙
全
土
■

て
マ
ァ
ヵ
シ
タ
イ
ル•
シ
}:

バ

ロ

現
 
I

I

I

I

。
グ
I

の 
l

l

i

i

f

 
i

l
D#
は
；̂

y

5H

主
義
I

長
し
、
.
數
多
く
の
戰
岡
と
漬
の
永
續
的
下
落
と
に
i

つ
て.
金
銀
の
重
要
さ.

I
大

し

を
f

て

イ

\
、

，に
於
け

.る
金
の
發
|

齒

8

制
限
七
篦
地
|

他
主
義
I

霞

し

、
.
原I

議

S
 

I

的
感
情
I

I

。
1

K

I

1な
く
植
民
地
義
拓I

f

威

大
|

隊
が
|

|

る
。

I

例
が
發
布
さ「

れ
.船
舶
補
助
金
が
下
附
さ
れ
た
o

'.
一
 
.
五
■一
 

六
年
に
始I

ハ
ブ
ス
ブ
ル
ク
着•は
そ
れ
に
先f

つ
I

力
I

ョ 

ブ
カ
ン
タ
イ
ル

，
•
シス 
一K

I

改

變

じ

襲.

I

I
が
、.

I

s

更
す
I

と
I

 

C 

.

.
マ
プ
力
ン
へ
テ
イ
ザ
ズ
為
代I

じ
|

銀
鑛
山
を
蕾
し
た
.西
班I

、
|

諸
國
に
劣
ら
ず
金
銀
を
鬻
し
保
算
ん
こ
と
;
: 

努
め
たo

こ

の

爲

め

：
の

.
f

 

I

策
の
中
で
、
第1
把
採
用
さ
れ
衰i

裏

I

I

I

つ
气
勿
論
と
れH

:

^

IT

a

t

l

l

l

出
疑
I

I

、
I

シ

テ

ム

I

I

れ
I

ぁ
H

 

U

K

ヒ
に
，f

s

力
と
兵
力
のI

と
い
ふ
目
的
は”マJ
.

X

テ

之
^
^
 ̂

5

の
ブ
寬 

.
菔

魏

加

の

金

銀
I

f

 

I

ス.
テ

イ

荃
I

I

れ
る
t

に

行

は

&

と

外
國
<

1

除
、8

1

.

制
，
植

環

翌

間.€

質
|

制
限_

f

、
籠

船

隊

製

零
d

J O
i

l

 
J

I

I
じ

:

I

I

輸_

|

ば
s

、k

農

：
に

於

い

：

I

繰
I

I

れ.

1

:
殆

た
o

:そ
I

其

'.

s

f

 

靈

菌

篇

f

於
け
名
^
^
 ̂

ン

と

ざ
I

 

r

.

.
西
班
牙
紙
澈
史
に
酿
す
る
兰
文
_

 

1

イ
?

c

.'
r



:

|

:

|

濟
史
|

す 
I

I

 

'

:

5

ハ

：
 

s

s

.

_
國
と
の
：物
懷
の
懸
隔
ど

'

に

着

；.

て
ぃ
金
錤..0

;

齋

違

m

促

遞

せ

；
む
■

れ

、

.

4
れ
■

米

利

加

か

へ

ら

の

金

銀

流

入

の

減

少

と

相

俟

ジ

 

て
、)
救
濟
的

®

法
を
再11

.

一
必
要
な
ら
,1
>

め
た
が
、'-

:

/

い
づ

'

れ
.

^

,

さ
し̂

放
艰
は
故
が
つ」

た
0:

で
1あ
.
る, 0

金
銀
の
輸
出
を
禁
じ
た
の
：は 

デ
^

タ

ア

義

：で
は

S

い
: ^た

：： ^
.

ァ
：レV

象

證

國

に

钤
 

而

L
:
て
：一
七0

0
臶
前
ノ
拈(

1̂
輸

出

禁
-1
1
:
の
見
地
か
ら
し
で
、

)

各.
王

國

は

爾

餘

の

；
四

王

國

：
と
；
外

國

セ

.
の
間
広
何
等
差
別
す.る
と.
こ
；ろ
な
く 

r

ai
w

の.1'

か
ら.
他
，へV
金
銀
を
#

送
す
る
完
金&

自

由

は

存

し

な

か

つ

.
た

 

'
'へ.

.

.

.
ぐ
.
：
，,

:

-1
>
か

も
'£
の

皮̂

に

於

い
.

で
^

ル
>

ス
-
五

世
^

ッ
ガ.
ア
；
.
、
；
ヴ
ェ
‘.
ル
ザ.
ア

、
.
そ

の

他

フ

，

0

オ
レ
：
シ

ス

及

び

デ
土
ノ 
7

か
ら
八
十

五
萬
フ
ロ
'
”

'ン
，餘

も

借

文

れ

て

餐

約3

蟇

間

欧

、'.
戰
費
調
達
：の
爲
めハ
プ
：ス
ブ
ル
：ク

王
朝
比
常
に
外
國
實 

本
家
に
依
僚
し
て
居
り
、
"
忘

：支
援
の
代
償
あ
し_

て
貨
幣
輸
出I

等
S

許
せ
I

義

で

I

O

.
 

. 

'
國
內
生
産
者
保
！

1

の
目
的
を
以
つ
そ
、0

^

ド
の'檢
赍
を
經
る
こ 

と
：
-

^也
て
.

國
产
！

-1

業
を
間
接
的
に
保
護
じ
だ
外̂
!,1

六1.1

■三
年
に.
は
各
種
完
成
品
の
：輸
入
が
魅1

さ
れ
た
9

而
し
で
：國
內
.に
於
け
る 

賺

：原
料
の
：
I

;

る
生
産
，
ヒ
れ
を
國
內
製
造
：エ
靖
|

用
.に

馨

：る
爲
|

輸
出
を
制
限
き
.れ
た
が
，
單

瘡
 

す
多
の
'み
に
此
ま
ち
ず‘
‘，
麻

や

蓝

麻

の

如

靠

蘭

西

や

フ

3
フ
^

ダ
7

ス
；地

方

か

を

太

量

輸

会

れ

备
も
0

吒
.
本

國

や

植

民

地

e

そ
1 

等

塵

產I
:

大

す.

f
、
：：

.
案

植

民

地
.
は
：
i

材

、
，
皮

革

，

羊

毛

ぃ

洋

紅

f

以
^

の

セ

而

て

大

體

•に
於5

て

植

民

地

窗
8

S

し
§

讓

義

的

政

策

が

f

れ
た
が
、，
：そ
れ
は
本
國
が
植
思
地
製
造 

3 :

業
：齒

.心
を
持
0

沒

鑛

_

に

比
:1
.
て
少 

ま
た
如
何

.
な

るr r
業
も
海
外
市
場
で
ヵス.
•テ.
r

‘
-y
-

ア
と
競
^

せ
^
洛
腿
七
放
联
せ̂

れ
た
/ ^

雜
^

他
方
に
於
い
て
力
ろ
ア
ィ
V

T

は
植
民

也
商
品 

の
.
爲
め
：に
本
國
市
場
_

障

す

：
る

：
努

カ

を

殆

ぉ

拂

ふ

；
と

こ

、
ろ

.
な

か

夕
た
の
で
ぁ
る
。力

ス

ティ
リ
7

及
び
ァ
ラ
ゴ
ン
の
マ
ア
カ
ン
テイ

 ̂

X
ト
の.p

論
及
び
莲
踐
に
於
い
て•、
保
護
關
稅
は
殆̂

救
5

'.
h

げ
ら
れ
な
か
っ
巧
そ
し
て
國
我
的
關
税
制
度
0

缺

欠

：
と

、
外

國

商
 

品
に
對
す
る
關
稅ft
-

收
ほ
物
品
稅
の.
逋
te
を
生
ず
と
い
ふ.
 ̂

■的
信
念
と
は
、
保
誰
關
税
に
.
對
す
る
西
班
牙
マ-T
力
ン
テ
ィ
リ
ス
ト
双 

妙
應
政
渚0
無
關
沁
文
嫩.
語
义
も
の
に
外
な
ら
な
い0 

、

，

:

. 

•

屮-
1ハ
ノ
七
世
祀
の
西
班
牙
ヤ
ア
方
ン
テ
ィ
リ
ス
>
友
び
爲
政
者

-f
t

«

.*
と

K
m

»
c'?
:
同

一
.

視.
し
^

。
■
そ
七
.
て
更
：に#

.

金
銀 

流
出
を
外
阈
爲
特Q.

法
外
な
相
場
に
歸
す
る
こ
と
な
か
っ
た

Q
.

で
あ
る
。
西
班
牙.
と
他P

と
の
物
價
の
懸
隔
は
、
商
業
取
⑴
に
跋
く 

_

手
形
に
ユ
る
國
際
支
拂
を
比
較
的
灌
要
尨
ち
ざ

.
る
.̂
の
と
し
、
爲
替
邾
場
は.|
1
£貨
輸
识
點
に
保
た
れ
、
か
く
て
貨
幣
は
通
^

に
^

ら
れ
、

：

マ.
ア
力
ン
テ
ィ

.

-9
:
ス.
ト
：の
：注
意
は
外
國
爲
替
か
ら
逸
ら
き
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

.

.
更
に
'
一：

七
〇
0

年
前
€>
著

名

な

西

班

牙

'
マ 

ア

カ

：
ン
、
テ
：
ィ

W

ス
ト
の
太
多
數
はft
侶
戈
あ
り1
經
谪
上
の
文
献
に.
も
金.
酸
±

進
#

4

^浪
民
の
生
活
允
:%
通.
隙
せ
ず
ノ
外
■
爲
替
を 

射
究
す.
る
雾
必
要#
傲
濟
沐
の
知
識
を
會
得
す
べ
き
機
會
も
有
さ
尨
か
っ
，た

9

•で
^
る
テ
ソ
-'
パV
 

:•.

,

:
■

U

'
,

;•:
:

、へ
:
 

西
班
牙
マT

力.
ど
ア
ィ
•リ
ス 
>.
相
、
犯
貨
輸
出
禁JL
:
の
不
み
兀
全■な
.
る

こ

と

を

認

め

•

•1
|

調

介
-#
易

均

衡

に
'ょ

.
っ

て

金

銀

を

蓄

積

す

ぺ 

拿
こ
と
金
說
い
た
。
メ
キ
シ
コ
及
び
パ
只
ゥ
Q
te
Q

流
入
に
ょ
っ
:1
:

促
進
さ
れ
た
西
班
分-(
0
'*
领
騰
贵
亦
金
銀
の
次.な

.る

流

出

を

開

始 

し
た
直
後
、/.
I

k

Kへ
年
に 
n

 O
r
t
i
z
,

が
フ.
工
リ
イ
べ
'ニ
 

世
に
提
出
し
た
，

M
e
m
o
r
i
a
l

 

al 

R
e

y

^
r

a
'̂
^
n

o
 

s

a

w
-p
-.
s
-
l
l
e
r
o. 

^

R

f

'

•

は
質
易
均̂

明
瞭
に.
說
い
た
ち
の
で
あ
り：,
1

賀
易
儘
が
順
調
炎
ら
ば
貨
幣
は
流
出
せ
.ざ
る
の
み
愈
ち
ず
他
國
ょ
衫 

流
入
し
、
こa

に
於
い
て
過
度
の
物
腹
は
必
然
的
に
卞
落
す
る
と
主
張
し
、
，更
に
產
業
の

.
父
權
主
義
的
規
制
を
論1>
灰
。
前
:1
.'て
十
七

. 

s 

‘ 

，

■> 

* 

* 

-.

.

. 

»
. 

• 

. 

• 

. 

, 

•

1

-

-
V

.

' 

.

:
世
祀.
に
於
对
る
駔
米
利
加
金
銀
輸
入
：の
破
局
的
減
退
';
'.
破
滅
的
ヴ
H
;
:y
ン
•
，イ
ン
フ
.̂
举

シ

：
デ

ン

允

豫

く

籴

銀

:«
>,
大
;&
々

輸5
:

、
^
 

く

の

經

铺

的

顏

廢

、
：
歐

»

巴

の
_

權

が

他

國

に

移

.
っ
：た̂

い

：
4

鼻
_
は

、
；
こ

れ

等

の

對

策

ル

討

究

.
を
減
な
ら
し
め
、
こ
こ
に
刊
行
さ
れ 

た
#

名
な
マ
ア
カ
ン
テ
ィ

-.

1
;ス
■>
'

の
著
書
は
、
^
o
y
o
w
.

^
p
.
 

M
a
t
a
x

cdo
r
r
u
e
l
r
o
s
o
r
i
p
;

 y

ハ；'西
班
梦
經
擠
史,*
>
;
關
オ
|
1
;次
献.. 

I

七̂

パ

C
.

S

M

#



興

權

經

濟

書

雙

急
:*
«

';
:
 

n

衷

'
 

e
x
;

三
■

)

，

;f
?
a
淨

•'
^

9

^
に
被
冬
も
の
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